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史
料
航
耐
H
K

左
縄
と
右
縄

や山

H刀
" 
JlIl ，、

キ長

わ
ら
刑
判
を
な
う
と
き
に
は
、
級
元
を
揃
え
た
十
本
ば
か
り
の
わ
ら
を
左
手
の

ひ
ら
に
の
せ
て
左
右
二
つ
に
振
り
分
け
、
椴
一
光
か
ら

一
本
の
わ
ら
を
少
し
引
き

出
し
て
揃
、
L
た
わ
ら
の
根
元
を

一
巻
き
に
し
て
か
ら
そ
の
其
ん
中
へ
は
さ
み
込

み
、
わ
ら
の
桜
一
冗
を
足
の
判
明
指
な
ど
で
回
定

L
.
振
り
分
け
た
わ
ら
を
左
右
の

手
で
持
ち
、
左
手
の
ひ
ら
の
上
で
右
手
の
ひ
ら
を
使
っ
て
右
手
の
わ
ら
に
よ
り

を
か
け
、
次
い
で
左
手
の
わ
ら
と
持
ち
換
、
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
順
次
布
に
な
い

合
わ
せ
て
い
く
の
が
れ
山
初
の
平
川
で
あ
り
、
こ
う
し
て
な
っ
た
純
の
こ
と
を
右

純
と
咋
ん
だ
の
で
あ
る
。

右
純
の
よ
り
目
は
制
を
織
に
出
い
て
み
た
場
合
に
は
右
上
が
り
に
な
っ
て
い

る
が
、
縦
に
し
て
兄
る
と
左
上
が
り
に
な

っ
て
い
る
。
左
側
制
は
そ
の
反
対
で
あ

り
‘
叫
刷
誼
き
の
場
合
は
左
上
が
り
、
縦
一昨
き
の
場
合
は
右
上
が
り
と
な
る
。
ま

た
布
抑
制
を
桃
成
す
る
二
本
の
子
純
は
ど
ち
ら
も
左
刑
判
と
同
じ
よ
り
目
に
な
っ
て

い
る
。
力
士
の
横
綱
が
ま
と
う
し
め
縦
は
左
純
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
純
三
本

を
子
純
と
し
て
よ
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
純
を
子
縦
と
し

て
な
う
場
合
に
は
左
純
に
、
左
抑
制
を
子
制
と
す
る
場
合
に
は
右
刑
判
に
と
い
う
よ

う
に
子
純
と
よ
り
目
を
逆
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
よ
り
の
戻
り
雌
い
丈
夫
な
純

に
付
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

横
綱
だ
け
で
な
く
、
判
制
の
し
め
測
や
判
殿
の
鈴
絡
も
左
純
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
左
純
に
は
呪
術
的
主
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
‘
そ
う
い
う
目
的
の
た
め
に
は
わ
ざ
わ
ざ
わ
ら
純
を
左
純
に
な
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
普
通
の
友
利
は
右
側
刷
三
本
を
よ

っ
て
作
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
木
製
の

市
岡
市
中
を
使
っ
た
特
殊
な
装
経
が
必
要
で
あ

っ
た
。
子
制
三
本
を
よ
り
合
わ
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
三
つ
よ
り
(
ミ
ツ
ク
ク
リ
ま
た
は
ミ
ツ
オ
ク
リ
)
制
と
い
わ
れ
、

か
つ
て
船
舶
用
と
し
て
良
く
知
ら
れ
た
7

ニ
ラ
ロ
l
プ
も
同
様
な
三
つ
よ
り
ロ

ー
プ
で
あ
る
。

英
米
で
は
こ
の
よ
う
な
三
つ
よ
り
ロ

l
プ
の
こ
と
を
ラ
イ
ト

ハ
ン
ド

・
レ

イ
・
ロ

l
プ
(
右
手
回
し
に
よ
っ
た
ロ

l
プ
す
な
わ
ち
右
よ
り
索
)
と
呼
ぴ
‘

日
本
の
左
純
と
は
左
右
が
反
対
の
表
現
に
な

っ
て
い
る
。
右
側
制
は
レ
フ
ト
ハ
ン

ド

・
レ
イ

・
ロ
l
プ
で
あ
る
。
こ
の
泣
い
は
日
本
と
英
米
だ
け
で
な
く
、
東
洋

と
凶
洋
の
逃
い
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
方
の
呼
称
の
迎
い
に
よ
る
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
工
業
生
産
に
よ
る
ロ

l
プ
に
つ
い
て
は
、
方
一
利
(
ラ
イ
l
ハ
ン

ド
レ
イ
・
ロ
ー
プ
)
を

Z
ヨ
リ
、
右
刑
判
(
レ
フ
ト
ハ
ン
ド

・
レ
イ

・
ロ

プ

)

を

5
ヨ
リ
と
呼
ぶ
図
際
的
な
表
現
が
依
わ
れ
る
。
ロ
ー
プ
を
縦
に
し
て
兄
た
場

合
、
よ
り
目
の
傾
斜
が
ア
ル
フ
ァ
ベ

y
ト
の

Z
ま
た
は

S
の
ど
ち
ら
に
近
い
か

と
い
う
こ
と
に
よ
る
区
別
な
の
で
あ
る
。

傘岨話z
sヨリ ロープ

2 

へ宵下
*，u Z量

Zヨ リ ロープ
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近
世
中
後
期
の
水
害
と

幕
府
の
政
策

大

|司

正

美

:
1
T
Z
リ
1
E

d
?断
面
白
1

は
じ
め
に

『本
庄
村
山A
資
料
編
三
巻

近
刊
水
利
関
係
史
料
』
(
一
九
九

一
年
)
で
、
私

は
「
文
化
附
年
(
一
八

O
七
)
卯
六
川
淀
川
山
川
添
江
村
御
品川H
初
版
」
と
い
う

史
料
を
紛
介
し
た
。
こ
の
史
料
は
‘
明
和
六
年

ご

七
六
九
)
ま
で
深
江
村
の

Mm主
だ

っ
た
尼
崎
部
と
、
そ
れ
以
降
の
領
主
で
あ
る
昨
附
が
、

-m水
工
配
下
や
道

橋
仁
事
に
ど
ん
な
経

w
n初
を
行

っ
て
き
た
か
と
い
う
、
記
録
で
あ
る
。

そ
む
そ
ら
「
御
山
枠
内
川
」
と
い
う
の
は
側
主
の
行
う
件
前
と
い
う
な
昧
で
あ

っ
て
、
以
終
的
に
は
、
支
配
さ
れ
て
い
る
股
民
に
負
担
が
阿

っ
て
米
る
に
し
て

L
、
使
役
さ
れ
た
段
民
に
は

一
日
当
た
り
の
H
当
と
し
て
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
、

材
料
の
竹
木
純
な
ど
も

一
部
制
五
か
ら
出
さ
れ
る
。
す
べ
て
農
民
の
負
担
だ
っ

た
百
矧
干
限
普
消
(
百
姓
自
枠
制
)
と
は
決
定
的
に
巡

っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け

に
公
共
倒
の
お
い
施
設
に
限
定
さ
れ
.
ま
た
北
H

的
規
模
も
百
姓
手
限
特
約
に
比

-l
v
 

べ
、
指
段
に
大
き
か

っ
た
。
こ
の
「
御
昔
前
桜
」
は
、
そ
の

「
御
持
制削
」
を
、

元
文
元
年
ご
七
三
六
)
か
ら
文
化
凶
年
ま
で
、
実
に
七
十
二
年
間
に
渡

っ
て

引
き
、
許
制
の
な
い
年
は
「
御
抑
制川
御
座
な
く
」
と
明
記
し
た
史
料
で
、
尼
崎
滞

や
幕
府
の
治
水
政
策
や
災
容
の
状
況
な
ど
が
浮
き
彫
り
に
で
き
る
。

た
だ
、

ζ

の
史
料
に
は

一
つ
の
難
点
が
あ

っ
た
。
つ
ま
り
昭
和
十
七
年
ご
ろ
、

当
時

「本
庄
村
史
」
の
編
纂
を
依
頼
さ
れ
た
松
田
直

一
氏
の
鋒
写
史
料
し
か
な

く
、
版
本
が
存
悲
し
な
い
と
い
う
点
で
あ

っ
た
。
原
本
の
体
裁
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
の
は
、
多
品
川
的
な
分
析
を
行
う
に
当
た
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
.

ま
た
史
料
の
存
主
そ
の
も
の
を
疑
う
要
紫
に
も
去
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
翻
査
経
験
か
ら
‘
松
問
氏
の
錯
写
は
比
較
的
丁
寧

で
、
誤
写
が
少
な
い
と
い
う
経
験
則
が
得
ら
れ
て

い
た
し
、
こ
れ
だ
け
長
期
に

泌
る
記
鈷
は
乏
し
い

の
で
、
と
り
あ
え
ず
史
料
と
し
て
桁
介
し
た
が
、
原
本
が

な
い
と
い
う
ニ
と
が
、
ず

っ
と
引

っ
掛
か
り
に
な

っ
て

い
た。

と
こ
ろ
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
武
庫
叩
伊
平
志
村
(
現
・

宝
塚
市
)

の

A
2
)
 

史
料
に
全
く
同
じ
形
態
の
史
料
が
あ
る
こ
と
が
H
K
近
判
明
し
た
。
こ
ニ
で
は
、

こ
の
史
料
と
の
比
較
か
ら
何
が
新
た
に
分
か
る
の
か
を
考
え
て
兄
た
い
。

伊
手
志
村
の
「
御
普
楕
帳
」

さ
て
‘
こ
の
川V
J
L
U
村
の

「
御
性

um版
」
は
、

伊
平
J
U
土
地
株
式
会
む
が
所

泌
す
る
川
伊
，
d
a
志
村
文
代
U
(
H
H
H
4骨
口
V
U
)

で
あ
る
。
定
盟
の
い
わ
ゆ
る
蜂
似

で
、
ぷ
紙
は
、

-3 

武
山
川

rt
E
4
 

t
d
t
 

伊
平
志
村

御
地
u
前
帳

深
江
村
の
場
合
は
「
文
化
四
年
卯
六
月
克
服
郡
深
江
村
御

引
制
帳
」
と
あ

っ
て
や
や
形
式
が
災
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
と
な
る
と

ま
ず
村
全
体
の
石
市
、
そ
の
内
の
新
聞
向
、
年
誌
の
掛
か
ら
な
い
引
き
出

(
深

江
の
場
合
は
池
床
、
伊
t
イ
志
の
場
A
H
は
郷
成
敗
分
)
の
紀
州
帆
が
あ

っ
て
、
御
件

前
所
の
対
象
と
な
る
河
川
を
「
川
上
。
当
村
山
込
凡
・
皿
、
川
下
:
当
村
よ
り

盟
」
と
規
定
し
た
う
え
で
、
そ
の
河
川
の
何
日
以
、
長
さ
や
、
そ
の
川
に
御
普
紛

の
対
象
と
な
る
樋
な
ど
特
別
な
水
利
施
設
が
あ
れ
ば
合
わ
せ
て
記
載
し
て
い
る

点
が

一
致
。
そ
し
て
、
河
川
単
位
で
元
文
元
年
か
ら
順
に
砕
紛
の
内
容
を
紀
州
制

と
な

っ
て
い
る
。
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す
る
点
も
一
致
す
る
。
さ
ら
に
末
尾
は

右
之
分
御
北
u
前
所
ニ
而
、
此
外
御
普
前
所
当
村
之
内
無
御
座
候
、

ニ
付
申
上
候
処
、
少
シ
も
相
違
無
御
座
候
、
以
上

と
記
載
さ
れ
、
①
こ
れ
以
外
は
村
内
に
は
「
御
普
請
所
」
は
な
い
、
②
幕
府
か

ら
の
改
め
に
対
し
て
、
申
し
上
げ
る
と
決
通
す
る
文
言
が
あ
っ
て
、
日
付
も

文
化
四
年
六
月
、
宛
所
は
木
村
閃
蔵
御
役
所
と
、
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。

『本
庄
村
史
』
資
料
編
三
巻
を
執
筆
し
た
附
に
は
、
深
江
村
以
外
に
同
形
式

の
「
御
普
前
帳
」
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
解
説
で
は
「
文
化

四
年
、
木
村
周
臓
が
過
去
の
災
総
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
命
じ
、
深
江
村
が

提
出
し
た
」
と
し
か
記
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
①
少
な
く

と
も
木
村
周
臓
が
代
官
を
し
て
い
た
大
坂
・
谷
町
代
官
所
の
管
内
の
村
々
に

一

斉
に
拠
出
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
②
本
文
の
型
式
が
ほ
と
ん
ど
同

一
な
の
は
、

あ
ら
か
じ
め
代
吉
所
が
縦
形
を
示
し
て
、
提
山
に
当
た

っ
て
記
紋
の
必
要
事
項

を
決
め
て
い
た
こ
と
、
③
提
出
時
期
が
月
ま
で
同
じ
な
の
は
、
提
出
期
限
を
決

め
て
い
た
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

右
御
改

幕
府
の
治
水
対
策
と
文
化
期
の
位
置
付
け

近
世
の
治
水
対
策
は
制
度
而
で
い
え
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
亭
保
則
を
中
心

と
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち

一
八
世
紀
前
半
に
大
き
な
画
期
が
考
え
ら
れ
る
。
近

山
初
期
の
幕
府
の
新
旧
開
発
最
優
先
の
方
針
が
、
以
水
防
止
を
目
的
に
方
針
転

換
さ
れ
、
そ
の
体
制
が
名
実
共
に
、
こ
の
時
期
に

一
応
の
完
成
を
見
る
の
で
あ

る
。
畿
内
の
状
況
を
具
体
的
に
兄
れ
ば
、
万
治
三
年

二

六

六

O
)
に
山
械

・

大
和

・
伊
賀
三
か
国
を
対
象
に
、
山
の
保
水
機
能
の
維
持

・
強
化
を
求
め
た
山

川
拡
が
出
さ
れ
、
良
一羊
元
年

二

六
八
凶
)
に
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
た
う
え
、

徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
所
領
配
置
と
は
無
関
係
に
土
砂
留

・
植
林
の
担
当
大
名

を
決
め
た
「

そ
の
質
任
体
制
が
卒
保
十

一
年
、
摂
津
の
兵
庫
県
域
の
有
馬

・
川

辺
・
武
防
三
都
に
拡
大
さ
れ
、
尼
崎
議
が
土
砂
留
大
名
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

立
延
三
年

(
一
七
五

O
)
に
は
蒐
原
郡
の
小
河
川
に
も
拡
大
さ
れ
る
。
ま
た
卒

保
初
年
に
は
大
坂
町
奉
行
所
に
川
奉
行
が
設
け
ら
れ
、
近
世
初
期
か
ら
の
堤
奉

行
と
並
ぴ
、
機
構
が
整
備
さ
れ
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
川
筋
の
所
管
も
二

転
三
転
の
後
、
元
文
二
年
に
川
毎
に
伏
見
、
京
都
、
大
板
、
堺
の
各
町
奉
行
が

政
任
を
持
つ
体
制
が
出
米
上
が
る
。
ま
た
当
初
は

一
部
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た

国
役
負
担
に
よ
る
河
川
普
硝
が
卒
保
五
年
(
一
七
二
O
)
、
体
制
と
し
て
確
立
す

(
7
v
 

る
の
も
大
き
い
。
関
東
地
方
に
目
を
移
し
て
も
、
大
谷
貞
夫
氏
に
よ
れ
ば
勘
定

所
機
梢
の
盤
備
の

一
環
で
、
卒
保
九
年
、
技
術
職
で
あ
る
普
梢
役
が
、
翌
十
年

に
は
江
戸
川
、
鬼
怒
川
、
小
貝
川
、
下
利
根
川
の
凶
つ
の
河
川
を
管
轄
す
る
凶

川
奉
行
が
設
け
ら
れ
、
間
も
な
く
関
東
諸
河
川
に
権
限
が
拡
大
さ
れ
た
。
四
川

奉
行
は
享
保
十
六
年
に
廃
止
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
、
勘
定
奉
行
が
直
接
掌
握

し
、
こ
れ
ま
で
、
現
地
の
代
官
や
郡
代
が
個
々
に
行

っ
て
い
た
淀
川
除
桜
前
が
、

悶
家
の
管
理
下
に
完
全
に
組
み
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
末
、
近
股
初

頭
か
ら
繰
り
返
し
て
き
た
大
規
模
開
発
の
矛
盾
が
近
世
前
期
に
水
害
の
多
発
と

い
う
形
で
現
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
幕
府
が

一
七
世
紀
後
半
に
防
災
重
視
へ
方
針

を
転
換
制
度
、
峨
制
の
点
で

一
応
完
成
さ
せ
る
時
期
が

一
八
世
紀
前
半
で
あ

っ
h
~
。

4 

し
か
し
水
害
は
減
ら
な
か

っ
た
。
元
IU

人
五
年
(
一
七
四

O
)、
畿
内
を
襲
っ
た

水
害
が
後
世
ま
で
残
し
た
傷
跡
は
、
近
世
を
通
じ
て

一
、
こ
を
争
う
鋭
校
で
あ

A9) 

っ
た
。
ま
た
土
砂
留
普
前
も
思

っ
た
ほ
ど
に
は
防
災
に
効
果
を
も
た
ら
さ
な
か

っ
た
。
文
化
四
年
に
幕
府
が
「
御
普
前
所
」
の
純
聞
を
事
細
か
に
A

叩
き
上
げ
さ

せ
、
末
尾
に
「
こ
れ
以
外
は
村
内
に
は
御
北
口
約
所
は
な
い
」
と
明
一言
さ
せ
て
い

る
ζ

と
は
、
地
え
る
水
害
と
膨
ら
む
治
水
対
策
費
と
板
挟
み
と
な
る
中
で
、
何

ら
か
の
対
応
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
は
十
二
分
に
続
え
る
。
た
と
え
ば
、
伊
平

志
村
の
場
合
、

一
八
世
紀
後
期
、
武
庫
川
堤
が
再
三
切
れ
、
そ
の
抑
制
度
普
請
願

い
を
出
し
て
い
る
が
、
文
化
十
年
(
一
八

一
三
)
に
は
江
戸
か
ら
勘
定
奉
行
が

直
々
に
、
ま
た
文
政
四
年
(
一
八
二

二
、
問
七
年
に
は
勘
定
方
が
普
前
場
所
の
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(附
V

U
凡
分
に
や

っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に

」
の
文
化
凶
年
の
谷
町

「
御
判
的
所
訓
査
」

が
位
世
付
け
ら
れ
よ
う
。

代
'
日
所
の深

江
・

伊
手
志
向
村
の

「御
普
請
」
比
較

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
「
御
北
口
約
帳
」
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記

松
内
容
は
、
既
に
注

(
i
)
、

(
2
)
の
制
約
で

一
覧
表
に
し
て
紺
介
し
た
。
た

だ
「
提
蛇
従
長
さ
弐
拾
間
L

と
い
う
ふ
う
に
、
普
前
の
種
類
、
規
桜
が
記
載
さ

れ
て

い
る
ら
の
も
あ
れ
ば
、
税
艇
が
抜
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
普

舗
の
中
身
の
比
較
を
厳
需
に
行

っ
て
も
、
正
隠
さ
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
-u
前
内
容
の
詳
し
い
比
較
は
別
の
機
会
に
殺
り
‘
こ
こ
で
は
、
各
年

代
の
普
前
を
向
数
に
叩
純
化
し
て
比
べ
.
全
体
の
傾
向
を
捕
ら
え
る
に
と
ど
め

る
こ
と
に
し
た
。

表
を
み
て
頂
き
た
い
。
な
お
一正
文
一正
年
(
一
七
三
六
)
か
ら
文
化
凶
年

ご

八

O
七

)

明

利

六
年
二
七
六
九
)
に
上
知
令
が
出
さ
れ
、
深

江
村
は
七
イ
二
年
の
う
ち
前
半
三
」
l

凹

4
は
尼
崎
端
、
後
半
三
十
八
年
間
は
幕

府
傾
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
伊
平
志
村
の
方
は
こ
の
期
間
は

一
貫
し
て
幕

府
領
だ
っ
た
。
さ
て
件
数
の
比
較
は
余
り
細
か
く
や

っ
て
も
意
味
が
主
い
が
、

全
体
の
傾
向
と
し
て
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
深
江
村
に
つ
い
て
は
、
既
に

『本
庄
村
史
資
料
編
三
巻
』
の
解
説
に
述
べ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
①
期
間
の
長
い

幕
府
領
時
代
の
方
が
極
端
に
普
前
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
、
②
幕
府
時
代
の
+昔

前
は
種
類
が
「
堤
切
所
L

「
淀
川
刷
所
」
に
限
ら
れ
、
子
防
的
な
普
請
が
な
く
な

る
、
③

一
帯
の
河
川
を
対
象
に
し
た

一
斉
川
波
え
な
ど
、
広
岐
的
な
蛇
u
訟
も
な

く
な
る
、
④
芦
屋
川
を
対
象
に
し
た
普
請
が
圧
倒
的
で
あ
る

な

ど

を

指
摘
し

ま
で
の
う
ち
、

た

こ
れ
に
対
し
伊
平
志
村
の
場
合、

①
深
江
村
と
逆
で
、
明
和
六
年
の
上
知
以

降
に
集
中
し
て
い
る
、
②
一
回
当
た
り
の
普
請
の
筒
所
も
多
く

「御
普
前
」
の

年号 西!暦 深江 伊矛志|
元文フじ 1736 芦9. tsl2. 四1. 汐串l 武1

高1.u! 1.前12.V1 
3 1738 芦3.高2.掬l
4 1739 樋l
5 1740 戸5樋1.汐1 武l

克保元 1741 芦10.備3.四3.~ド 1 武1
~ し 溜1.蝿1

2 1742 串3.高3.橋1
3 1743 橋l

延享元 1744 芦4.検2.四1.串l
再!1.溜i

2 1745 芦1.樋2.
3 1746 芦1.溜i
4 1747 芦1.樋l

箆延元 1748 芦8.汐l
2 1749 芦l
3 1750 横2.四1.串1.高l 武1

~!1 
宝!宮元 1751 %'8横1.四1.串I

剖!l
2 1752 戸12.極2
3 1753 芦9.市'11.樋I 武4
4 1754 戸1.樋1.
5 1755 芦1.樋l 武5
6 1756 芦1.潤し樋l
7 1757 傍1.iffi 1 
8 1758 芦1
9 1759 芦l
10 1760 p'l 
11 1761 戸1.樋l
12 1762 芦1.iffi 1 
13 1763 戸1.橋1
l!fl和元 1764 戸13.横4.凹3.中3

高u担9.捌2.汐1
2 1765 芦l
3 1766 芦L樋l
4 1767 芦1.淵l
6 l769 芦1.樋1.汐I

安永2 1773 武1
4 1775 武4
6 1777 武4

天明2 1782 武5.逆5
3 1783 戸.'1.儲1.汐l 武5.逆4
4 1784 高1.樋1.汐1
7 1787 芦l 武6.逆4

寛政元 1789 芦しi'l!1 武1.逆3
3 1791 p'1. V2 武3
4 1792 戸1.償1.四1.部I 逆3
6 1794 芦l横l 武5.逆3
8 1796 ワ

9 1797 武4逆3
11 1799 芦1.高1.汐2

平和1元 1801 芦1
2 1802 芦 1. 主~ 1 樋 l 逆3

文化元 1804 戸I

(注)表中、 芦は芦屋川、横は儲川、四は四ツ松川、
串は串回川、高は高橋川、部は部知川、傍は傍示川、
溜は溜油、樋は型:水樋・ 1入樋・用水樋、汐は汐除堤、
嬬は嬬及び街道、武は武昭川、逆は逆瀬川のそれぞ
れ省略。数字は何数。 ?は内容不群。

ー-5 
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行
わ
れ
た
年
の
内
、
叫
昔
前
内
容
の
不
明
な
兇
政
八
年
を
除
外
す
る
と
十
二
年
で

六
十
六
箇
所
に
も
上

っ
て
い
る
ー
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
上
知
以
前
は
武

山
川
し
か
記
録
が
な
い
の
に
、
以
後
は
逆
瀬
川
も
頻
繁
に
登
場
す
る
。
実
は
こ

れ
に
は

mr聞
が
あ

っ
て
後
に
詳
し
く
触
れ
る
が
、
逆
瀬
川
の
分
は
天
川
元
年
(
一

七
八

こ
ま
で
、

山
十
六

4
分
の
記
録
が
村
に
伐

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

「
御
羽
制
似
」
に
は
「
御
持
制
所
も
放
皮
御
座
候
而

」

と
叩
い
て
い
る
の
み

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
伊
平
志
村
の
場
合
、
逆
瀬
川
の
凶
十
六
年
分
の
記
録

が
欠
落
し
て
お
り
、
完
全
に
記
録
が
揃

っ
て
い
る
深
江
村
と
比
較
に
は
や
や
問

凶
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
御
枠
制
版
」
は
村
に
と

っ
て
、
今
後
の
話
的
に
M
M
主
か

h
d
手
当
て
な
ど
を
此
え
る
か
ど
う
か
の
京
裂
な
記
録
で
あ
り
、
幕
府
か
ら
耳
切
ね

ら
れ
て
過
少
巾
告
を
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
「
御
干
昔
前
所
も
数
度
L

と
い
う
主
張
は
さ
ほ
ど
的
は
ず
れ
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
武
庫
川

の
記
録
か
ら

凡
て
も
、
「
数
皮
」

と

い
う
数
字
は
妥
当
だ
ろ
う
。

さ
て
以
上
の
紡
川市
か
ら
.

治
水
に
問
し
上
知
後
、
深
江
村
に
対
し
て
は
そ
れ

ま
で
の
尼
崎
部
よ
り
遥
か
に
少
な
い
支
出
し
か
し
な
い
幕
府
が
、

伊
ヲイ
志
村
に

は
よ
知
を
境
に
急
激
に
航
般
的
な
対
応
を
示
し
た
と
い
う
結
論
を
出
し
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。
全
く
対
照
的
な
結
川
市
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
山
山
を、

一
八
世
紀
後
半
を
境
に
、
深
江
村

で
は
水
容
が
減
り
、

伊
平

志
村
で
は
逆
に
水
吉
が
哨
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
ゐ
戸
屋
川
と

武
昨
川
を
比
べ
れ
ば
、

武
郎
川
の
場
合
、
上
硫
に
多
く
の
生
活
問
が
あ
り
、
水

川
似
の
J

ハ
叩
山
が
近

い
戸
居
川
に
比
べ
、

開
発
を
押
さ
え
込
む
の
が
困
舵
で
あ

っ

た
だ
ろ
う
。
事
実
、
武
庫
川
で
は
、

一
八
世
紀
に
河
道
が
度
々
か
わ
り
、
水
害

で
流
さ
れ
た
土
地
の
代
償
と
し
て
与
え
ら
れ
た
代
地
ま
で
洪
水
で
旅
さ
れ
、
伊

平
志
村
は
文
化
五
年
、
耕
作
権
を
放
楽
す
る
事
態
に
ま
で
至

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
深
江
村
の
者
約
が
尼
崎
滞
時
代

の
半
分
以
下
に
減
る

と
い
う
の
は
や
は
り
納
得
い
か
な
い
し
、
戸
屋
川
に
対
し
、
予
防
的
な
普
前
が

皆
弧
に
な
る
と
い
う
事
実
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
上
知
以
降
の
伊
平
士
山
村

へ
の

叫
帆
虻
田
的
な
此

umに
つ
い
て
も
、

武
庫
川
に
限

っ
て
見
れ
ば
単
に
水
容
が
幸
い
だ

け
で
説
明
が
つ
く
純
聞
を
超
、
え
て
い
る
ロ
や
は
り
何
ら
か
の
政
策
転
換
を
恕
起

せ
ざ
る
を
得
な

い
。

上
知
令
と
幕
府
治
水
対
策
の
転
換
お
わ
り
に
代
え
て

さ
て
前

節
で
は
「
政
策
転
換
」
を
惣
起
し
た
が
、
現
段
附
で
は
服
部
の
あ
る

も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
諜
姐
と
な
っ
て

い
る
部
分
は
大
き

い
。
そ
こ
で
こ
こ

で
は
最
後
に
こ
の
「
政
策
転
換
」
に

つ
い
て
、
傍
却
を
検
討
し
、
現
段
附
で
の

見
通
し
を
示
し
て
世
き
た
い
。

く
だ
ん
の
伊
平
芯
村
「
御
許
制
版
」
に
、
た
と
え
ば
、
伊
平
芯

・
旅
人

・
小

林
三
か
村
立
会
の
附
水
樋
の
記
録
に
次
の

一
説
が
あ
る
。
(
次
点
図
版
参
照
)

一一
X
AX
元
辰

4
、
卜
一林
又
兵
術
様
御
代
H
U
所
之
節
、
附
水
収
樋
破
船
ニ

付、

伏
仔
御
人
川
ヲ
以
御
判
的
被
仰
付
、
訓
拠
作
物
一取
扱
制
限
花
候
所
、

川
和

六
却
年
、
辻
六
郎
十
江
術
門
線
御
代
山
所
之
筒
、
治
苅
拠
刊H
物
差
上
候
線

被

為

仰

付

候

ニ

付

車
中
差
」
候
処
、
其
後
仰
干
ケ
相
之
候
ニ
付
、
毎
々

御
下
ケ
御
刷
剛
奉
巾
上
候
得
決
、
仰
江
戸
ボ

H
被
ゐ

品詑
泣
候
川
、
御
日

戸
表
よ
り
御
下
ケ
次
第
可
相
波
旨
被
仰
波
、
其
侭
ニ
而
御
山
町
候
、
ん
l
恐

此
段
御
断
奉
中

J
候

つ
ま
り、

一光
文
元
年
、
上
林
又
兵
術
が
代
官
の
節
、
川
水
取
樋
が
叫
世
間
制
し
た
た

め
、
伏
せ
H
H
え
質
問
を
山
し
て
も
ら
い
、
調
拠
の
告
物
を
頂
戴
し
た
が
、

川
和

六
年
、
辻
六
郎
左
衛
門
の
代
{
日
の
時
、
そ
の
託
拠
の
品
川
H
物
を
悦
出
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
返
却
さ
れ
な
い
の
で
、
た
び
た
び
返
却
を
願

っ
て
い
る

が
、
代
官
所
の
返
答
は
「
日
戸
表
へ
届
け
て
い
る
の
で
、
江
戸
表
よ
り
返
却
さ

れ
次
第
返
す
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
。

こ
こ
で
自
白
し
た
い

の
は
後
段
で
あ
る
。
明
和
六
年
と

い
え
ば
ま
さ
に
深
江

村
な
ど
沿
岸
の
私
領
の
村
々
が
幕
府
傾
に
な

っ
た
上
知
の
年
で
あ
る
。

近
世
に

お
い
て
領
主
が
変
わ

っ
た
際
に
、
村
明
細
や
そ
れ
ま
で
の
村
の
米
蜂
を
求
め
ら

-6 -
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唖
-
支
え
み
本
義
人
名
称
介
伸
一
歩一

綱
点
・

H
q
‘
可
仲
勢
沖
A
弓
品
同
時
品
。
勾

・

沖

合

泉
A
V
家
宅
キ
冬
γ

吋生

J
F
出札

芸

品

白川

唱

の

外

在

宅

ι叩

t
F
a
f向
1巾
，
吹

Y

τ
内
h

A

品

7
1
7
A
3

菅

そ
h

怖

が

背

ρ必
母
凪

5例
ノ

品

e

全

一

品

咋

乏

-今卒
、鬼
蛍
伶
・官
主

ー

伊手志村「御普請帳」

れ
る
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。
し
か
し
伊
平
志
村
の
場
合
は
そ
れ
以

前
か
ら
幕
府
傾
で
あ
る
か
ら
、
山
川
和
六
年
に
証
拠
の
告
物
を
提
出
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
理
由
は
別
の
と
こ
ろ
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ら
他
の
年

の
「
御
普
前
」
を
調
べ
る
と
、
元
文
二
年
の
悶
役
品
昔
前
に
よ
る
武
庫
川
修
復
を

除
い
て
、
す
べ
て
の
証
拠
書
物
を
提
出
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
役
羽
前
と

い
う
の
は
.
幕
府
Mm
・
私
Mm
に
限
ら
ず
村
々
に
平
等
に
負
担
を
掛
け
、
特
定
地

域
の
普
請
を
行
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
‘
幕
府
財
政
の
直
接
の
痛
み
は
少
な
く
て

す
む
。
そ
し
て
、
深
江
村
の
場
合
も
上
知
以
後
の
「
御
普
箭
」
に
は
ほ
と
ん
ど

「
証
拠
書
物
所
持
」

の
く
だ
り
が
あ
る
の
に
、
上
知
以
前
の
「
御
普
請
」
に
は

全
く
そ
の
記
載
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、
前
節
に
た
ど
り
つ
い
た
結
論
と
合
わ
せ

る
と
、
川
和
六
年
の
よ
知
令
の
際
、
代
官
所
は
過
去
の
「
御
北
u
前
」
の
記
録
を

村
か
ら
す
べ
て
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
も
と
に
，

m水
対
策
に
重
要
な
変
更
を
行

っ

た
と
い
う
結
論
が
納
得
い
く
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
明
利
六
年
の
上
知
令
で
困
限
沿
岸
の
先
進
地
域
を
直
轄
領
に
し

た
幕
附
は
‘
そ
れ
ま
で
尼
崎
部
が
沿
伴
の
村
に
行
っ
て
き
た
防
災
的
な
件
前
に

悦
け
る
べ
き
経
費
を
切
り
詰
め
、
そ
の
代
わ
り
、
そ
の
上
流
地
域
の
治
水
対
策

に
本
絡
的
に
釆
り
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ま
で
ヒ
流
地
域
の
治
水
は
、

信
行
村
の
百
姓
自
此
H
M
削
や
尼
崎
市
加
の
土
砂
街
地
u
前
な
ど
が
主
体
だ

っ
た
の

に
対
し
、

幕
府
が

一
八

O
皮
の
転
換
を
行
い
、
自
ら
も
航
般
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
た
と
い

え
る
の
で
は
主
い
か
。
伊
平
志
村
の
苦
前
も
純
然
た
る
予
防
的
な
普
前
は
少
な

い
が
、
政
附
削
箇
所
を
放
置
し
な
い
こ
と
は
、
次
の
被
出
す
の
防
止
や
下
流
へ

の
新

た
な
土
砂
流
出
防
止
に
最
低
限
必
要
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
伊
平
志
村
の
苅
拠
書
物
の
返
還
要
求
に
対
し
、
代
官
所
が
「
江
戸

去
に
加
け
て

い
る
の
で
」
と
返
答
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
勿
論
‘
返

還
し
な
い
た
め
の
方
便
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
幕
府
が
伊
一手
志
村

に
対
し
者
前
を
縮
小
し
て
い
く
の
な
ら
、
過
去
の
実
抑
制
の
刊
拠
を
村
に
伐
し
て

置
き
た
く
な
い
と
考
、
え
た
と
も
い
え
る
が
、
事
実
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
村
に

7 



1993・3・1生活文化史第18号

証
拠
を
返
さ
な
い
理
由
は
思
い
つ
か
な
い
。
や
は
り
証
拠
書
物
は
江
戸
に
あ
っ

て
、
返
却
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
政
策
転
換
」

は
上
知
と
迎
動
し
、
幕
府
中
枢
部
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

中
世
に
開
発
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
世
は
中
世
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
規
模
で
開
発
が
進
ん
だ
附
代
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
無
所
有
の
ま

ま
に
世
か
れ
て
い
た
山
野
に
人
の
所
有
の
概
念
が
入
り
込
む
過
程
で
あ
る
が
、

環
境
論
か
ら
い
え
ば
、
山
野
の
持
っ
て
い
た
保
水
機
能
を
破
峻
す
る
過
程
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
な
昧
で
近
世
の
水
害
の
多
発
は
、
人
災
的
な
様
相
を
持
っ
て
い

る
。
幕
府
も
近
世
前
期
の
万
治
三
年
に
は
そ
の
重
要
さ
に
気
付
き
、
政
策
転
換

が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
を
w
説
付
け
る
組
織
づ
く
り
や
政
策
は

一
七
世
紀
末
か
ら
一

八
世
紀
前
期
の
貞
一平
期
か
ら
平
保
期
に
か
け
、

一
応
の
完
成
を
見
る
。

し
か
し
四
摂
と
い
う
地
域
に
限
定
し
て
み
る
と
、
門
前
も
被
害
の
受
け
や
す
い

下
流
の
沿
岸

一
枯
が
尼
崎
滞
領
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
上
流
の
予
防
的
な
北
u

前
の
主
体
は
尼
崎
務
の
土
砂
問
問
普
的
だ

っ
た
。
だ
が
明
和
六
年
、
沿
岸
部
が
幕

府
側
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
、
幕
府
も
上
流
の
此
u
前
を
放
世
で
き
な
く
な

っ
た
。
そ
れ
は
単
に
水
害
の
防
止
に
止
ま
ら
ず
、
河
口
の
港
消
設
備
の
祁
持
や
、

酒
造
に
欠
か
せ
な
い
地
下
水
の
温
存
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
明
和
六
年
の
上
知
令
を
境
に
、
国
摂
地
域
に
は
普
梢
に
も
広
域
的
な
発

忽
が

一
一
郎
強
く
雌
り
込
ま
れ
た
と
い
う
評
価
も
可
能
だ
ろ
う
。
上
知
の
結
果
、

幕
府
の
統
治
機
能
が
補
強
さ
れ
る

一
而
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

明
和
の
よ
知
令
は
、
と
か
く
経
済
先
進
地
の
悶
摂
沿
岸
部
を
幕
府
が
取
り
込

ん
だ
間
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
が
、
広
域
行
政
の
視
角
か
ら
も
注
目
す
べ
き
施

策
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
、
明
和
六
年
と
文
化
四
年
の
剥
査
は
、
谷
川
代
官
所
の
す
べ
て
の
村
が

対
象
に
な

っ
た
の
か
‘
そ
れ
と
も
水
容
の
多
い
村
だ
け
な
の
か
、
ま
た
上
方
に

は
他
に
も
代
官
所
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
村
々
も
関
査
対
象
に
含
ま
れ
た
の
か

ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
新
た
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

(注
)

(
l
)
普
請
の
分
矧
に
つ
い
て
は

『本
庄
村
史
資
料
編
三
巻

史
料
」

一
七
六
頁
。

(
2
)
帥
川
和
「
水
と
闘
い
水
と
生
き
た
村
の
聡
史
!
武
庫
郡
伊
平
志
村
の
近
世

史
料
|
」

『市
史
研
究
紀
要
た
か
ら
づ
か
』

9
号
(
一

九
九
二
)

(3)
水
本
邦
彦

『近
祉
の
村
社
会
と
図
家
』
(
一
九
八
七
)

一
言
二

東

(
4
)
『宝
塚
市
史
』
二

巻

ご

九

七

六
)
四

一一

一頁

(5)
村
田
路
人
「
近
批
判
山
河
に
お
け
る
河
川
支
配
の
実
態
と
悩
格
」
大
阪
隆

史
学
会

『ヒ
ス
ト
リ
ア
』
八
五
号
(
一

九
七
九
)

(6)
刑
制
「
本
部
制
の
成
J

斗
・
股
間
期
に
お
け
る
河
川
支
配
」
(
未
発
表
)
。

「
川
筋
御
用
党
合
」
「
子
鑑
」

『大
阪
市
史
』
五
巻
二
九
五
頁
、
「
亭
保
六
年
巴
米

京
町
奉
行
組
与
力
役
潜
前
録
」

『翁
草
』

(
7
)
『御
触
品川口先
保
集
成
」

一一一一
五
六

(
8
)
大
谷
EH夫

『近
世
日
本
治
水
史
の
研
究
』
(
一
九
八
六
)
五
七
頁

(
日
)
「
庚
申
永
荒
」
と
し
て
幕
末
ま
で
年
京
免
除
が
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多

い
。
と
り
あ
、え
ず
注

(
2
)
の
州
杭
。

の
拙
稿

近
世
水
利
関
係

-8ー

(
日
)
注

(
2
)

(
一
九
九
三

・
一
・
一
五
改
稿
)
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月

"二{口

時
行
方
不
明
に

な
ザフ

て
い
た
道
標望

史
料
船
主
任
研
究
H
U

一
、
は
じ
め
に

昨
今
、
判
中
で
は
景
観
が

一
変
し
て
い
る
。
各
地
で
発
行
さ
れ
て

い
る
「
道

棋」

の
祁
告
担
を
凡
る
と
、
「
現
在
L

し
失
」
と
い
う
言一
識
が
自
に

つ
く
。
逃
路
工

事
の
時
な
ど
に
撤
去
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
昭
和
六

O
年
に
発
行
さ
れ
た

『神
戸
の
道
標
』
に
は
二
七

一
ら
の
道
標
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
ロ
し
か
し
す
で
に
人
々

の
記
怪
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
道
績
も
数
多
い
。

そ
し
て
消
失
し
て
も
気
づ
か
ず
に
い
る
巡
回
帆
も
多
い
の
で
あ
る
。
今
回
は
、

う
し
た
一
つ
の
道
棋
を
制
介
し
て
い
き
た
い
と
払
う。

一一
、
深
江
の
地
理
的
概
観

現
在
の
神
戸
深
江
生
前
文
化
史
料
館
の
辺
り
は
、
本
庄
村
深
江
と
呼
ば
れ
る

地
域
で
あ
っ
た
。
現
杭
の
神
戸
市
東
灘
区
が
昭
和
二
寸
五
年
に
発
足
す
る
前
ま

で
は
、
本
庄
村
に
印
刷
し
て
い
た
。
地
度
内
に
は
、
京
商
に
浜
街
道
と
町
ば
れ
る

凶
国
街
道
の
庶
民
が
通
る
バ
イ
パ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
た
道
が
通
過
し
て
い
る
。

そ
し
て
南
北
に
は
、
二
本
の
主
要
な
道
が
あ
っ
た
。
一

本
は
、
江
戸
時
代
に
高

札
が
立
っ
て
い
た
た
め
に
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
札
場
筋
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
道
は
、
浜
辺
の
集
部
と
山
沿
い
の
旧
本
山
村
を
結
び
、
道
沿
い
に

は
市
川
応
も
数
多
く
判
を
列
ね
て
い
た
。
も
う

一
本
は
、
締
荷
筋
と
呼
ば
れ
る
道

で
こ
の
道
を
北
へ

向
か
う
と
森
の
稲
荷
神
社
と
い
う
深
江
地
区
の
氏
村
に
な

っ
て
い
た
林
相
に
た
ど
り
つ
く
。
さ
ら
に
北
へ
六
叩
山
を
越
え
る
湯
山
間
道
(
通 ;;. 、

称
魚
屋
道

に
つ
な
が
る
。

=一
、
発
見
・
報
告
ま
で
の
経
緯

発
見
は
制
然
で
あ

っ
た
。
石
造
泣
物
制
査
の
た
め
に
深
江
地
域
の
付
制
・

守

院
を
別
査
中
に
深
江
南
町
四
丁
目
の
通
称
「
浜
の
戎
さ
ん
」
を
訪
れ
た
と
き
に
、

境
内
で
発
見
し
た
。
洞
の
前
に
あ
る
手
洗
い
石
に
持
た
れ
か
け
て
い
た
の
だ
が
.

一
兄
道
椋
と
気
づ
か
ず
に
、
神
社
の
王
焔
一の一

部
が
破
閉
山
し
て
政
註
し
て
あ
る

9 
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の
か
と
思

っ
た
。
帥
而
の
文
立
を
読
ん
で
み
る
と
後
述
の
文
が
読
み
取
れ
、

道
線
と
わ
か

っ
た
。
『村
戸
の
道
椋
』
『
日
制
造
林
戸
の
道
株
』
に
も
拍
紋
さ
れ
て

お
ら
ず
、
新
た
に
報
告
さ
れ
る
べ
き
道
椋
で
は
な
い
か
と
巴
っ
た
。
す
ぐ
地
元

の
方
史
に
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ
存
じ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
碑
文
に
刻

ま
れ
て
い
る
要
玄
寺
(
本
山
北
町
二
丁
目
)
に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、
十
五
年

松
前
ま
で
阪
神
深
江
駅
前
の
踏
み
切
り
付
近
に
建
て
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

後
行
方
不
明
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

回
、
道
標
の
観
察

道
椋
は
花
向
山
石
で
で
き
て
い
る
。
花
・岡
山石
と
い
、
え
ば
、
神
戸
市
東
灘
区
御
影

の
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
御

μ右
と
い
う
名
前
が
代
名
詞
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の

辺
概
の
石
は
、
六
叩
山
系
判
有
の
ピ
ン
ク
色
が
か
か

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
表

両川
の
色
は
欽
の
サ
ピ
の
よ
う
な
赤
茶
色
を
し
て
い
る
。
形
状
は
凶
品
川
柱
で
、
上

部
が
副
部
の
山
而
か
ら
川
上
の
巾・
心
部
に
山
状
に
そ
そ
り
立

っ
た
山
角
関
に
な

っ
て
い
る
。
μ刷

1
部
は
、
水
平
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
道
標
の
よ
う
な
土

中
に
埋
め
る
目
的
の
石
造
造
物
は
、
十
一中
に
埋
ま
っ
て
い
る
部
分
が
土
中
か
ら

抜
け
に
く
い
よ
う
に
、
回
り
に
脹
ら
み
を
も
た
せ
て
い
る
。
そ
の
部
分
が
な
い

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
折
れ
た
形
で
移
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

日川
さ
は
、
引
山

一
一
一h
酬
で
山
品
川
一山
部
分
を
除
く
と

一
O
八
聞
に
な
る
。

一
耐
の
怖
は

一
七
聞
で
あ
る
。
凶
聞
の
う
ち
二一
山
に
文
守
が
、

一
而
に
絵
が
刻

ま
れ
て
い
る
(
拓
本
参
附
し
。
託
而
と
忠
わ
れ
る
而
に
は
「
本
門
法
務
宗
鬼
子

母
神
全
日
正
ヨ
リ
北
江
八
丁
束
光
山
要
玄
寺
」
と
陰
刻
さ
れ
、
正
而
よ
り
向
か

っ
て
左
而
に
は
、
行
き
先
を
示
す
人
差
し
指
を
伸
ば
し
た
手
首
を
陽
刻
し
て
い

る
。
正
耐
の
袋
一向
に
は
、
下
方
に
「
中
興
対
版
木
信
仰
代
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。
文
字
は
い
ず
れ
も
桁
担
体
で
、
し

っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

一止
而
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
鬼
子
母
神
主
」
い
う
文
字
で
あ
る
が
、

神
」
と
は
、
中
古
住

・
子
育
て
等
の
守
護
村
で
あ
る
。

名
r.. 
」

ア「
イ鬼
子
"1' -1平

国
で
此
制
約
し
て
間
梨
帝
母
(
か
り
て
い
も
)
と
呼
ぴ
、
日
本
に
入

っ
て
か
ら
は

そ
の
な
昧
を
と

っ
て
、
日
・
述
宗
で
鬼
子
時
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

詞
梨
部
貯
の
信
仰
は
、
す
で
に
奈
良
時
代
に
日
本
に
人

っ
て
き
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
内
容
は
、
今
日
の
そ
れ
と
は
全
く
呉
な
り
、
出
掛
時
四
国
家
の
経
山県

『金

光
明
n
川
勝
王
経
』
の
中
で
、
仏
法
を
守
護
す
る
諸
天
普
村
の

一
人
と
し
て
説
か

れ
て
い
る
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、
お
も
に
武
族
た
ち
の
山
で

小
児
を
守
る
村
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
山
以
肢
の
投
稿
と
と
も

に
洞
梨
市
町
の
信
仰
は

一
附
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、

こ
の
神
は
民
衆
の
中
で
復
活
し
た
。
鬼
子
母
神
信
仰
を
日
蓮
宗
が
取
り
上
げ
た

の
は
、

『法
華
経
』
陀
経
尼
ロ
山
第
二
十
六
の
中
で
前
述
の
話
を
説
い
て
い
る
か
ら

に
は
か
な
ら
な
い
。
以
米
、
日
迩
宗
の
有
力
寺
院
に
は
ほ
と
ん
ど
と
い

っ
て
よ

い
ほ
ど
鬼
子
母
神
立
が
設
け
ら
れ
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
て
山
学
問
紳
は
自
主
示
伝
樽
の
有
力
な
本
部
と
な

っ
た
が
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
子
供
を
抱
い
た
柔
和
な
山
晶
子
旬
村
の
ほ
か
、
祈
制
仰
の
効
川
市
を
よ
り
市

め
る
た
め
、
山
地
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
而
相
を
し
た
鬼
方
の
鬼
子
母
神
も
広
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

要
玄
寺
で
は
以
前
、
こ
の
鬼
子
母
神
を
安
置
し
た
堂
が
あ
っ
た
が
、
今
で
は

本
堂
に

一
緒
に
安
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
像
容
は
、
柔
和
な

阪
を
し
て
い
て
慨
に
赤
ん
坊
を
抱
い
て
い
る
。
引
き
は
U
J
t
h
m
ほ
ど
で
あ
る
。

本
川
法
部
宗
は
、

京
都
本
能
唱
な
ど
を
本
山
と
し
、
日
降
を
派
削
と
す
る
日

巡
京
(
法
喰
宗
)
の

一
派
で
あ
る
。

市
割
問
に
は
、
こ
の
道
僚
を
建
立
し
た
要
玄
寺
を
中
興
し
た
抗
原
木
信
解
と
い

う
僧
侶
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

一
番
下
の
「
代
」
と
い
う
文
字
は
、
仰
名

の
下
に

つ
け
ら
れ
て
倣
が
造
立
者
に
代
わ

っ
て
造
立
し
た
と
い
う
な
昧
の
結
句

で
あ
る
。

一10-

市
宮
玄
寺
は
、
む
か
し
七
堂
伽
院
を
備
え
て
降
肢
を
誇

っ
て
い
た
お
守
で
あ
る
。

来
光
寺
と
い
う
名
前
で
英
語
宗
の
お
苛
で
あ
っ
た
。
万
治
三
年

(
一
六
六

O
)
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に
寺
号
を
要
玄
寺
と
改
め
‘
法
華
宗
門
と
し
て
再
興
し
た
。
そ
の
後
相
、
住
の
時

が
あ
り
衰
退
し
て
い
た
が
、
井
版
木
信
解
院
日
成
上
人
が
明
治
五
年
に
来
て
か

ら
復
興
が
進
み
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

な
お
安
玄
寺
の
境
内
に
あ
る
い
撚
縁
墓
地
に
は
、
中
世
の
も
の
と
見
ら
れ
る

一
}'
伯
五
輪
出
畑
や
安
医
印
聡
の
残
欠
が
見
ら
れ
る
。

五
、
建
立
の
位
置
と
時
期

道
標
の
建
主
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
術
虫
H

体
で
刻
ま
れ
た
道
標
は
近
代
に

入
っ
て
か
ら
多
く
、
指
差
し
の
閣
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
査
場
す
る
も
の
な
の

で
、
形
武
上
か
ら
は
明
治
附
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

そ
し
て
建
立
者
の
訓
原
木
信
解
氏
と
い
う
人
物
が
、
明
治
五
年
に
要
玄
寺
を

訪
れ
、
凶
十

一
年
に
死
去
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
川
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
も

わ
か
る
。
な
お
、
「
鬼
子
母
神
堂
」
と
い
う
の
は
、
現
在
加
古
玄
奇
に
お
ら
れ
る
引

原
木
惣
紹
氏
は
ご
存
じ
な
く
、
元
禄
五
年
に
小
路
村
の
庄
屋
が
代
官
へ
続
出
し

た
明
刷
出
口
に
「
帯
判
堂
」
と
い
う
一言
葉
が
山
て
く
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
れ
が

「
鬼
子
母
神
主
」
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
道
棋
に
関
係
す
る
と
忠
わ
れ
る
事
項
を
間
単
な
年
表
に
し
て
み
た
。
参

考
に
し
て
ほ
し
い
。

明
治
三
十

一

(
一
八
九
八
)
本
門
法
事
宗
に
改
宗

明
治
三
十

四

(
一
九

O
一
)
本
堂
再
挫

・
山晶
子
母
利
保
を
本
堂
に
安
置
す
る

明
治
三
十
八

ご

九

O
五
)
阪
神
屯
車
開
通

明
治
凹
十

一

(
一
九

O
八
)
井
開
木
信
解
上
人
死
去

当
初
、
却
者
は
紛
失
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た
佐
世
と
、
深
江
釈
が
、
開
通
当

附
現
在
の
位
法
よ
り
稲
荷
道
を
隔
て
た
東
側
に
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
阪
神

屯
車
問
通
後
屯
車
利
問
答
へ
の
案
内
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
思

っ
て
い

た
。

『阪
神
沿
線
名
所
案
内
』
に
は
次
の
よ
う
に
袈

ち
な
み
に
昭
和
三
年
発
行
の

大正の頃の深江付近 (1/20000)

12 

玄
寺
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。

「
企
来
光
山
市
古
玄
守
電
鉄
を
下
車
し
て
北
の
提
を
進
み
途
中
の
老
松
に
歪
り

左
折
し
て
歩
む
一半
数
丁
山
麓
に
迷
せ
ば
老
大
な
る
も
ち
の
木
を
兄
る
之
れ
即
ち

要
玄
守
に
し
て
境
内
梢
広
く
、
眺
望
に
佳
し
、
法
華
宗
に
し
て
万
治
二
三
年
頃

尼
崎
本
興
寺
二
十
二
代
の
日
厳
上
人
の
間
基
に
係
れ
る
末
苛
な
り
以
前
は
来
光

寺
と
称
せ
し
z又
一吉
宗
な
ら
む
も
其
後
度
々
無
住
と
な
り
て
確
た
る
記
録
を
存
ぜ

ざ
れ
は
之
を
知
る
に
由
な
し
、
然
れ
ど
も
其
手
水
鉢
の
党
字
、
付
近
を
今
尚
京



1993・3・1生活文化史第18J，}

光
寺
跡
と
称
す
る
叩
討
を
附
て
鼠
し
燃
す
る
難
か
ら
ず
本
堂
正
而
に
本
尊
を
安
世

L.
右
に
税
法
将
人
、
左
に
山
晶
子
町
村
を
杷
り
参
術
者
頗
る
多
し
、
又
此
の
日

厳
」
人
は
同
の
尼
崎
城
主
背
山
大
服
売
よ
り
の
指
紋
鴛
〈
斑
文
凶
年
十
二
月
汁

日

一
反
二
畝
十
歩
の
地
を
寄
付
せ
ら
れ
し
事
あ
り
左
に

相
い
津
菟
原
山
小
路
村
来
光
寺
今
改
号
要
玄
寺
彼
境
内
合

一
反
二
畝
十
歩
之
一州、

任
先
制
胤
地
干
諸
役
智
免
許
不
可
有
利
逃
之
依
依
下
知
如
何

mH
山
大
勝
一北
内
河
原
彦
布
術
門

左
右
甚
左
術
門

F
lwhu

」、
-ι、V
M刊

3
U
】

r
l
，M
P

袈

」

し
か
し
、
道
標
に
刻
ま
れ
て
い
た
「
本
門
法
事
宗
」
に
改
宗
し
た
の
は
、
明

治
三
十

一
年
で
あ
る
の
で
、
道
標
処
立
は
そ
れ
以
降
と
い
う
事
が
わ
か
る
。
ま

た
、
明
治
三
十
凶
年
に
、
山
晶
子
母
村
が
本
金
に
他
の
仏
・
村
山
陣
と
共
に
安
話
さ

れ
て
い
る
の
で
、
自
動
的
に
「
鬼
子
母
神
堂
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、

道
標
は
そ
れ
以
前
に
建
立
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
明
治
三
十

一

年
か
ら
三
十
四
年
の
問
に
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
道
標
が
立
っ

て
い
た
向
き
で
あ
る
が
、
指
の
印
が
北
の
要
玄
寺
の
方
向

を
向
い
て
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
の
而
が
西
を
向
い
て
い
た

の
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
「
鬼
子
母
神
」
と
刻
ま
れ
た
而
は
南
に
な
る
。
建

立
し
て
い
た
位
置
は
‘
判
回
出
木
山
叫
紹
氏
の
お
話
で
は
、
阪
神
電
車
深
江
釈
の
凶

側
の
踏
み
切
り
の
北
側
す
ぐ
傍
ら
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
・

前
述
し
た
よ
う
に
道
標
が
阪
神
屯
革
開
通
の
前
の
明
治
三
十

一
年
か
ら
三
十
四

4
の
聞
に
挫
立
さ
れ
た
と
す
る
と
、

別
の
場
所
に
辿

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

阪
神
屯
車
が
開
通
す
る
ま
で
は
、

前
述
の
訴
街
道
が
人
々
の
京
酉
の
主
総
の
交

通
路
で
あ

っ
た
の
で
、
浜
街
道
沿
い
に
処
て
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
‘
裟
玄
寺

へ
向
か
う
稲
荷
筋
と
の
合
流
地
点
に
建
て
ら
れ
て
い
た

玄

奇

と
忠
わ
れ
る
。
指
差
し
を
陽
刻
し
て
い
る
聞
が
人
の
聞
に
ふ
れ
る
よ
う
に
処
て

ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
指
の
差
し
て
い
る
方
向
を
考
え
る
と
、
凶
に

而
し
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
。
そ
し
て
一止
而
の
「
鬼
子
母
神
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
而
は
南
を
向
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
四
つ
角
の
北
京
附
に

建
て
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

現
在
深
江
地
区
あ
る
道
標
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
処
て
ら
れ
た
「
魚
屋
道
」

と
い
う
記
念
碑
的
な
も
の
が
、

一
基
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
近
年
の
物
で
あ

る
の
で
、
古
く
か
ら
立

っ
て
い
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
浜
街
道
と
い
う
主
袈
街

道
が
通
過
し
て
い
た
地
域
と
し
て
は
、
少
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
発

表
し
た
も
の
が
時

一
現
存
す
る
道
棋
で
あ
る
の
で
、

時
代
は
そ
う
古
く
は
な
い

が
筑
前
一な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
@
ま
た
、
消
失
し
て
し
ま
う
巡
命
を
免
れ

た
恵
ま
れ
た
道
標
で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
た
い
。

な
お
、
今
回
報
告
し
た
道
燃
は
要
玄
奇
で
保
な
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
の
円
か

原
位
置
に
立
て
ら
れ
て
、
本
来
の
目
的
を
は
た
す
こ
と
を
願
う
こ
と
と
し
、
本

報
告
の
し
め
く
く
り
と
し
た
い
。

最
後
で
は
あ
る
が
、
要
玄
寺
の
井
原
木
惣
紹
氏
に
は
、

多
大
な
御
教
示
を
い

た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一13

〈
参
考
文
献
V

『神
戸
の
道
標
』
/
山
下
道
総
・沢
川
卒
卯
・永
瀬
縦
/
神
戸
新
聞
山
版
セ
ン
タ
ー

『補
遺
神
戸
の
道
線
」
/
沢
田
幸
男

『本
山
村
詑
」
/本
山
村
誌
編
集
委
円
以
会
/
本
山
村
誌
編
集
委
H
H
会

「武
郎
附
誌
』
/
武
庫
郎
教
育
会
/
武
庫
川
教
育
会

『阪
神
沿
線
名
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袋
内
』
/中
外
住
民
か
ら
似
刻

『民
間
信
仰
事
典
』
/桜
井
徳
太
郎
/
東
京
泣
出
版
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民
俗
調
査
に
参
加
し
て土

居

本
土{
 
lt 

私
が
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
(
以
下
史
料
館
)
の
調
査
に
参
加
す
る
よ

う
に
な

っ
た
き

っ
か
け
は
‘
研
究
員
と
し
て
活
眠
中
の
藤
川
さ
ん
が
西
宮
市
立

郷
土
資
料
館
(
以
下
郷
土
資
料
館
)
に
米
ら
れ
て
か
ら
で
す
。

私
は
お
と
と
し
の一

月
か
ら
郷
土
資
料
館
で
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
め
て
い
ま

す
。
藤
川
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
は
、
闘
宮
市
内
の
漁
業
の
聞
き
取
り
淵
査
を

は
じ
め
て
い
た
そ
の
年
の
秋
凶
別
で
し
た
。
漁
業
に
閲
す
る
こ
と
に
全
く
知
識
が

な
く
、
何
も
か
も
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
が
、
「
深
江
で

も
漁
業
の
制
査
を
し
て
い
る
の
で
、
仙
川
総
交
換
す
る
機
会
に
な
る
こ
と
だ
し
、

一
度
調
査
の
総
子
を
附
き
に
き
ま
せ
ん
か
。
」
と
お
誘
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

藤
川
さ
ん
と
の
出
会
い

か
ら
数
ヵ
月
後
の
昨
年
七
月
下
旬
、
m
H
木
地
区
の
二

回
目
の
漁
業
調
査
に
お
邪
雌
し
ま
し
た
。
史
料
館
で
は
、
友
の
会
幹
事
の
志
升

さ
ん
が
、
民
俗
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
々
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
そ
う

で
、
こ
の
日
は
背
木
で
打
瀬
網
漁
を
さ
れ
て
い
た
東
野
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
東
野
さ
ん
の
お
宅
に
は
、
打
瀬
網
船
の
復
元
模
型
が
あ
リ
、
漁
の
方
法
や

紛
の
操
作
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

史
料
館
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
、
館
の
連
常
に
関
わ

っ
て
お
ら
れ
る
方
が
、

廠
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
主
的
に
参
加
し
史
料
館
を
支
え
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
ま
だ
勉
強
を
は
じ
め
た
ば
か
り
で
お
役
に
た
て
る
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
制
査
に
参
加
し
て
資
料
を
残
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聞
き
書
き
調
査
に
参
加
し
て

橋

左
斗
子

;lI] 

昨
年
夏
か
ら
史
料
館
で
、
深
江

・
品目
木
の
聞
き
告
さ
調
査
の

一
部
を
担
当
さ

せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
快
い
ご
協
力
を
待
て
、
大
正
・

昭
和
初
期
的
生
活
の
様
子
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
自
身
は
全
く
未
熟
者
で
.
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
お
訴
を
伺
う
た
び
に
新
し
い
発
見
を
さ
せ
て

い
た
だ

き
、
ド
キ
ド
キ
の
連
続
で
す
。

初
め
て
の
淵
査
の
お
り
は
知
ら
な
い
言
葉
も
多
く
、
「
船
の
後
ろ
に
は

へ
っ
つ

い
さ
ん
が
座

っ
て
て
な
」
と
い
う
お
言
葉
に
首
を
か
し
げ
、
「
へ
っ
つ

い
さ
ん
」

と
い
う
小
太
り
で
無
口
な
、
緋
の
者
物
を
活
た
お
ば
さ
ん
を
思
い
湾
か
べ
な
が

ら
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
し
た
も
の
で
す。

恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
今
に

な
っ

て
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
時
代
の

「食」

は
今
と
は
述
、7
意
味
で
生
活
の

大
き
な
部
分
を
占
め
、
中
で
も
米
の
飯
の
比
重
が
大
き
か

っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
炊
く
か
ま
ど
に
「
さ
ん
」
づ
け
す
る
く
ら
い
、
あ
る
な
味
で
家
族
の

一

人
の
よ
う
な
存
在
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
」
飯
は
ち
ゃ
ん
と
食
え
。
力
が
出
ん
。
」
と
言
わ
れ
、
米
の
飯
は
い

つ
も
お

な
か
い

っ
ぱ
い
食
べ
て
い
た
、
お
か
ず
は
一
行

一
菜
で
‘
肉
を
食
べ
る
の
は
年

に

一
、
二
度
、
味
噌
は
家
で
作
り
、
惣
仙
川
・
酒
は
四

4
掛
川
で
日
っ
て
庭
に
出
い

て
い
た
、
般
の
よ
く
捕
れ
た
日
に
は
、
が
め
つ
い
自
転
車
の
荷
台
に
ト
ロ
箱
を

二
つ
ば
か
り
重
ね
て

「今
日
は
え
え
の
が
入
っ
て
る
」
と
売
り
に
く
る
人
が
い

る
、
ま
な
板

・
包
丁
を
積
ん
で
来
て
そ
の
場
で
お
ろ
し
て
く
れ
る
|
そ
ん
な
生

5
 
l
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市
の

一
つ

一
つ
を
、
本
で
読
む
の
と
は
全
く
迷
う
リ
ア
ル
な
一長
撲
の
中
で
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
糸
川
閣
の
お
兄
さ
ん
の
笑
顔
や
‘
冗
談
な
ど
言
い
な
が
ら
、

よ
γ
H
は
ま
け
て
よ
」
と
値
切

っ
て
み
た
り
す
る
当
時
の
段
家
の
奥
さ
ん
の
ち

ゃ
き
ち
ゃ
き
し
た
表
情
ま
で
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
で
、
村
の
中
で
ご
く
自
然
に
助

け
合
い
、
今
の
よ
う
に
モ
/
は
い
ろ
い
ろ
な
く
と
も
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
!
悶

が
降

っ
た
り
川
'
が
た
く
さ
ん
知
れ
た
り
と
い
う
を
そ
の
ま
ま
暮
ら
し
に
生
き

生
き
と
反
映
さ
せ
て
お
ら
れ
た
日
々
が
決
ま
し
く
、
自
分
は
知
ら
な

い
は
ず
な

の
に
懐
か
し
く
思
え
た
り
す
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

品
川
住
に
、
お
話
の
山
'で
泣
く
子
も
黙
る

「灘
の
筋
道
網
」
の
こ
と
、
深
江
刊

年
団
の
相
撲
武
勇
伝
、
津
知
あ
た
り
の
「
カ
フ
ェ
」
で
の
恐
い
遊
ぴ
な
ど
も
崩
一

間
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
や
ん
ち
ゃ
な
深
江

・
背
木
も
と
て
も
好

き
で
す
。

今
後
と
も
ご
指
将
の
位
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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一-一-一
一-一-一一==一=-一一一一一==一一一一=-=======一一-一==一===-一一一一-一一-一=一一一一-=一一-======一==一=一
-一==
===
=

O 
館

の

質

問
O 

f¥ 

貝

「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
釆
れ
た
ら
ど
の
附
代
へ
行
き
た
い
で
す
か
?
L

'
官
皮
長
十
八
年
(
一
六
一

三
)
。
支
倉
市
長
が
メ
キ
ン
コ

の
ア
カ
プ
ル
コ
ま
で
乗

っ
て
行

っ
た
船
を
こ
の
日
で
雌
か
め
た
い
。
伊
達
政
宗
の
命
令
で
ス
ペ
イ
ン
式

ガ
レ
オ
ン
型
帆
船
が
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
ほ
と
ん
ど
史
料
は
伐
さ

れ
て
い
な
い
。

(A
・
5
)

世
間
ケ
阪
の
合
戦
の
附
。
小
早
川
秀
秋
を
説
き
伏
せ
て
西
軍
側
に
つ
か
せ
る
。

こ
れ
で
石
川
三
成
が
勝
利
を
納
め
、
出
阻
政
椛
が
安
定
を
す
る
。
現
在
の
側
副

首
都
の
叫
ん
燃
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(H
-
M
)

台
今
訴
川
旭
町
イ
ー
ス
タ
ー
ね
の
モ
ア
イ
の
一わ
似
を
切
り
だ
し
て
い
る
桜
子
の
わ

か
る
頃
へ
行
き
た
い
。

(
Y
・
F
)

立
臼
戸
時
代
後
則
の
赤
城
山
。
今
町
山
川
出
の
仙
川
幕
府
の
三
百
六
」
人
力
問
が
本
当

に
赤
城
山
に
型
脱
さ
れ
た
の
か
を
、
糸
訓
重
虫
氏
よ
り
先
に
隊
認
す
る
。

(Y
-
M
)
 

カ
江
戸
時
代
、
特
に
元
禄
則
。
御
三
家
の
水
戸
孫
、
正
徳
川
光
閣
が
、
生
類
憐
れ

み
の
令
を
批
判
し
て
将
軍
の
徳
川
綱
吉
に
犬
の
皮
二
十
枚
を
則
っ
た
と
い
う
逸

話
を
確
認
に
行
き
、
そ
の
時
の
綱
吉
や
側
用
人
柳
沢
古
保
の
表
情
も
見
て
み
た

い
。

(
T
・
M
)

す
江
戸
時
代
。
品
業
漁
業
そ
の
他
の
産
業
に
関
す
る
技
術
を

一
年
を
通
し
て

観
察
し
て
み
た
い
。

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
時
代
を
見
て
、
新
し
い
技
術
の
古
顕
す

る
様
子
と
士
山
い
技
術
が
廃
れ
て
い
く
様
子
を
淵
賀
し
て
み
た
い
。

(R
・
I
)

す
明
治
附
代
お
わ
り
ご
ろ
。
当
時
の
産
背
の
駿
干
を
こ
の
目
で
碍
か
め
た
い
。

(K
・
D
)

16 

〈
〉
編

山
守
よ
り
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
町
に
変
え
て
み
ま
し
た
。
永

4
削
れ
て
き
た
も

の
を
変
、
え
る
の
は
勇
気
が
い
る
も
の
で
す
が
、
な
か
な
か
灯
A

叶
の
よ
う
で
す
。

今
年
度
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
年
二
回
の
発
行
に
こ
さ
つ
け
ま
し
た
。
し
か
も
予
定

の
ペ
ー
ジ
数
を
こ
え
る
内
容
で
す
。
ま
た
皆
様
の
こ
感
想

・
ご
な
兄
を
お
待
ち

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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